
　

町
営
バ
ス
は
、
学
童
の
送
迎
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ん

の
通
院
や
買
い
物
な
ど
に
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
車
を
運
転
さ
れ
な
い
方
に
と
っ
て

は
、
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
移
動
手
段
で

す
。

� 　

当
町
の
町
営
バ
ス
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
減
少
の
傾

向
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
に
は
、
利
用
者

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
運
賃
収
入
も
ほ
ぼ
横
ば
い

の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
昨

年
度
に
比
べ
、
運
行
経
費
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
、
町
営
バ
ス
の
運
営
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
便
利
に
町
営
バ
ス
を
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
４
月
１
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
し

ま
す
。

� 　

平
子
・
西
明
寺
線
で
は
、
日
野
記
念
病
院
か
ら
熊
野
神
社

に
向
う
ル
ー
ト
を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
湖
南
サ
ン
ラ
イ
ズ

線
で
も
、
ル
ー
ト
を
大
幅
に
変
更
し
ま
す
。

� 　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
変
更
で
は
、
町
内
の
お
店
等
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
市
街
地
を
巡
回
す
る
よ
う

に
変
更
し
ま
す
。

� 　

ま
た
、
中
山
線
で
は
、
役
場
や
病
院
な
ど
に
出
か
け
て
い

た
だ
き
や
す
く
す
る
た
め
、
増
便
を
行
い
、
他
路
線
と
の
接

続
を
改
善
し
ま
す
。

　

近
江
バ
ス
日
八
線
は
、
日
野
町
内
と
近
江
八
幡
駅
を
結

ぶ
町
の
幹
線
と
な
る
バ
ス
路
線
で
す
。
近
江
バ
ス
日
八
線

は
、
利
用
者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
平
成
20
年
度

に
は
、
近
年
で
も
っ
と
も
利
用
者
が
少
な
い
、
年
間
約
15

万
人
（
昨
年
度
、
20
万
人
）
に
落
ち
込
み
ま
し
た
。

� 　

日
八
線
は
、
沿
線
市
町
か
ら
の
補
助
金
を
支
出
す
る
中

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
減
少
等
に
よ
り
、
維
持
す

る
た
め
の
補
助
金
が
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
日
八
線

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
、
バ
ス
路
線
の
維
持
・
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
自
動
車
の
利
用
を
控
え
、
バ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

� 　

登
録
さ
れ
た
事
業
所
の
方
で
あ
れ
ば
、
毎
週
金
曜
日
に

は
、
１
乗
車
１
０
０
円
で
近
江
鉄
道
や
県
内
の
路
線
バ
ス

（
一
部
除
く
）
が
利
用
で
き
る
ワ
ン
コ
イ
ン
エ
コ
パ
ス
の
取

り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

� 　

町
で
は
、
近
江
鉄
道
や
近
江
バ
ス
と
連
携
し
、
よ
り
便
利

な
公
共
交
通
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

利
用
は
、
確
実
に
公
共
交
通
機
関
の
維
持
や
発
展
に
つ
な

が
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
の
積
極
的
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
国
道
４
７
７
号
」
は
、
必
佐
地
区
の

三
十
坪
・
小
谷
・
石
原
を
通
過
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
、
石
原
区
で
は
、
道
路
幅
員

が
狭
く
歩
道
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
沿

道
に
は
家
屋
も
連
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

頻
繁
な
大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
通
行
に
よ

る
振
動
・
騒
音
の
問
題
も
発
生
し
て
お
り
、

早
期
の
バ
イ
パ
ス
整
備
が
望
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

� 　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
県

に
、
そ
の
整
備
を
強
く
要
望
し
て
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、

こ
の
た
び
、
工
事
着
工
と
な
り
ま
し
た
。

� 　

こ
の
バ
イ
パ
ス
道
路
は
、
平
成
23
年

３
月
の
工
事
完
了
（
供
用
開
始
）
を
目
指

し
て
、
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

�　

そ
の
他
、
県
の
道
路
事
業
と
し
て
、「
蓮

花
寺
バ
イ
パ
ス
（
県
道
桜
川
西
中
在
寺
線
）」

の
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳

細
設
計
を
終
え
、
来
年
度
以
降
、
事
業
着

手
に
向
け
て
進
む
予
定
で
す
。

� 　

ま
た
、「
新
名
神
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

（
御
代
参
街
道
）
」
に
つ
い
て
も
、
昨
年
６

月
に
、
公
表
さ
れ
た
滋
賀
県
の
道
路
整
備

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
県
道
土
山

蒲
生
近
江
八
幡
線
の
改
良
計
画
と
し
て
、

組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以

降
、
町
と
し
て
は
、
そ
の
予
備
調
査
に
向

け
て
、
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
の
道
路
事
業
と
し
て
「
西

大
路
鎌
掛
線
（
東
部
広
域
農
道
）
」
の
概

略
測
量
調
査
に
入
り
ま
し
た
。

� 　

こ
の
道
路
は
、
西
大
路
と
鎌
掛
と
を
つ

な
ぐ
道
路
で
、
町
の
基
幹
道
路
と
し
て
の

役
割
も
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

� 　

ま
た
、「
野
出
山
本
線
」
に
つ
い
て
は
、

野
出
区
周
辺
の
西
桜
谷
地
区
の
交
通
渋

滞
緩
和
の
た
め
に
、
新
た
な
バ
イ
パ
ス
道

路
を
つ
く
る
も
の
で
、
こ
の
た
び
、
調
査

設
計
に
入
り
ま
し
た
。

� 　

こ
の
よ
う
に
、
町
で
は
、
自
律
の
ま
ち

づ
く
り
・
持
続
発
展
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
県
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
町

内
の
基
幹
道
路
の
整
備
を
着
実
に
進
め

て
い
ま
す
。　
　

� 　

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
の
た
め
の
歩
道

設
置
な
ど
、
安
全･

安
心
の
道
路
整
備
も
、

今
後
、
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

�

　

町
内
に
は
、
町
道
や
県
管
理
の

国
道
や
県
道
、
そ
し
て
、
一
級
河
川

(

日
野
川
な
ど)

が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
の
道
路
や
河
川
に

つ
き
ま
し
て
の
ご
相
談
や
ご
要
望

は
、
町
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
区

長
さ
ん
が
要
望
を
ま
と
め
て
お
ら

れ
る
場
合
は
、
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
お
願
い
し
ま
す
。）

� 　

県
に
要
望
し
ま
し
た
内
容
に
つ

い
て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す

み
や
か
に
返
答
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。


